
資料番号 事業名 所管課

平成23年度 外部評価資料

２－５ ごみ焼却施設運営事業 南清掃事業所



款 項 目 款 項 目
16 16 13 25

◆事業の目的

◆事業内容（平成２３年度に何をやるか）

◆これまでの取組状況（平成２２年度に何を行い、その結果はどうなったか）
１平成22年度は本格的な改修工事工程に入りました。（契約工期平成21年6月18日～平成24年3月10
日）
２機械基礎工事、機器据付を完了し、3号炉の試運転を行ないました。
３ごみピットや電気計装等の共通設備の改修を行なうために、共通休炉を実施しました。
４完全停電を含む休炉期間中は、可燃ごみの一般搬入も制限し、市民のご理解とご協力をいただき、
無事工事を完了いたします。
５職員は新しい機械や機器の役割やシステムを学習し、設置後の稼働に備えています。
６ごみを燃やす以上できるだけ発電することを旨とし、収入増の研究をしました。

２３年度
事業費内訳
（単位：千円）

南部清掃工場の適正な運営維持管理

１南部清掃工場に搬入される可燃ごみを適正かつ効率的に処理するため、最新の公害防止・自動
化・省エネシステムを導入し２４時間運転しています。
２ごみを燃す際に発生する焼却熱を利用した余熱利用システムを採用し、余剰電力を売電するととも
に、隣接の温水プールへ蒸気を供給し、余熱の有効利用を図っています。

３改修工事（H21～23年度）も最終年度を迎えます。
４平成23年度は、２号炉の試運転、1号炉の据付・試運転を行なうとともに、工場棟外部及び外構工事
を行ないます。また、総合試験を行い、引渡しを受けます。
５この間、ごみを燃やしながら、安全・安心な改修工事を完遂することを職員一同の共通目標としてい
ます。

ごみ焼却施設運営事業　　

事業費
（予算）

（単位：千円）

001541000 平成23年4月1日

南清掃事業所 今田　雅明

事業シート３ 作成日：

責任者：

課コード：

担当組織：

課 政策 事項 事項目 事業基本政策
計画コード 07 05 0165 01 016503 予算コード

事業名：

扶助費 その他

197,212 95,987 15,600 8,883

負担金補助
及び交付金

人工
（正規職員）
（単位：人）

２２年度 ２３年度

需用費 委託料 工事請負費 公有財産購入費

比較

258,561 317,682

比較

40.8 40.8 0.0

２２年度 ２３年度

59,121



年 年

◆事業の成果(平成２２年度末時点での目的の実現状況　　※活動ではなく状態)

１合併後の処理施設の統廃合計画に基づき、南部清掃工場の改修工事を平成21年10月から平成24
年3月まで3ヵ年に亘り行なっています。
２平成21年度は約6万トン、平成22年度は約5万トンのごみを燃やしました。請負業者と密接な連携を
取り、安心・安全な改修工事とごみ焼却場の運転の両立を行ないました。

昭和

根拠法令等

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

0 0

実績

0

H22

0

開始年度 事業の性格分類

39

0

4,800

343,200 343,200

H23 H24 H25

目標

人工(正規)

0人件費（報酬等）

660,882

343,200

40.8

年間経費(事業費+人件費) 565,565

内
訳

人件費

40.8

2,643,528

6.0 ―

40.8 40.8 40.8

6.0

660,882660,882 660,882

1,372,800

―

10.0 6.0 6.0

343,200

その他

＊一般会計繰入

125,984167,588 125,984

―

125,984 503,936125,984

0

354,400

人工(非常勤)

人工(再任用)

0

0

766,792191,698 191,698

(単位:千円) H25計画 H26計画

財
源
内
訳

市債

事業費
211,165

H22 H23 H24計画

H26

成果指標1 トン当りの処理費＜円＞（処理施設の安全・安定・効率運転が確保されている指標）

258,561 317,682 317,682

国・県支出金

317,682 317,682 1,270,728

3,109円実績

単位 H22 H23

終了予定年度

円

種類 アウトプット(活動指標) H26単位

目標

H24 H25種類

成果指標2

会計区分 戦略性 マニフェスト

一般会計

191,698

H21

補助金 市民協働
事業の特徴

H22

H23～26計

0

施設管理 指定管理 受益者負担

H26H25H24H23行革審答申

一般財源 43,577

H20外部評価
*H20は事業仕分け

191,698

予算

決算



◆評価（平成２２年度事業の評価）
(1) 必要性：

(2) 実施主体：

(3) 選択と集中

(4) 改善：

今後の方向性

◆改革・改善（評価を反映して何を見直したか）
(1) これまでに実施した改革・改善（平成23年度予算で反映したものを含む）

(2) 今後の改革・改善計画（いつまでに何をどう見直す）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（第6条の２）に定められております。

通常業務のほかに改修工事に係る業務が増えていますが、事務の効率化を図り、焼却業務等を行
なっていきます。

改修工事も本格的となるなかで、安全・安心なごみ焼却施設の運転を行なっていきます。

他職場からの異動職員を受け入れ、教育訓練を行い、業務を継続していきます。

市の処理施設の統廃合計画に基づき、安全・安心な焼却処理を確実に行なう必要があります。

その他改善

継続

現状

市

(理由) 

(理由) 

(理由) 

(理由) 

改善

１改修工事も最終年度を迎え、ごみ焼却量も大幅に増える見込みであります。
２引き続き、2号炉の試運転、1号炉の試運転、総合試験運転等重要な工程が控えております。
３これらを合格し、新しい焼却設備を、自分たちの施設として以前同様自由に操作できるように修練し
ます。

１新市域のごみの諸施策の戦略的な計画に整合する処理施設の統廃合を求めます。
２平成9年度の容器包装リサイクル施行への対応以来、相当な税金投資が行なわれております。一
方、ごみの減量＝焼却費用の減に意識が振り向けられています。総合的な施策を通しての生活環境
保全策を求めます。
３ごみの運搬計画が不在のまま、焼却場での中間処理が行われており、危機管理上問題があります。
４収集運搬、中間処理及び最終処分でのコスト推移（H9以降）を明確にして、今後どこに重点をおい
た施策を展開するか市民に明確なメッセージを出すことが求められています。



 論点シート 

事業番号 ２－５ 事業名 ごみ焼却施設運営事業 

部局 環境部 所管課 南清掃事業所 

Ｈ23 予算 317,682 千円 

Ｈ22 予算 258,561 千円 

所管課 

一次評価
改善（その他） 

評価対象事業についての論点等 

 

・他施設は民間に委託しているが、南清掃事業所が委託していない理

由は 

・焼却施設の運転を直営で行う必要があるか、直営を残すことによっ

て市が守るべきノウハウはあるか 

・焼却施設の運転について一般論として委託のメリット、デメリット

は 

・売電は委託しない理由の一つか 

評価対象事業についての二次評価 

 

【改善（民間委託）】 

・直営と民間委託のメリット、デメリットを比較検証し、メリットが

大きければ民間委託化を進めるべき 
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